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４）神戸地域 

日 時：平成16年６月12日（土） 10：00～13：00 

会 場：県立神戸学習プラザ／第４講義室 

テ ー マ：「復興10年で、被災地ができたこと、できなかったこと、 

将来に生かしていくべきことは？」 

 

１０：００  はじめに 

 （５分）  ・あいさつ、趣旨説明 
 

１０：０５  ステップ０：「ワークショップとは？」 

 （20分）  ・ワークショップの進め方 

       ・アイスブレーク（自己紹介） 
 

１０：２５  ステップ１：「10年間を振り返って」 

 （40分）   被災地が ・震災後10年間でできたこと、できなかったこと 

 

１１：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分程度 
 

１１：１５    ～休憩～ 

 （10分） 
 

１１：２５  ステップ２：「将来に向けて」 

 （40分） 

             ・将来に向けて生かすべきこと 

             ・世界に向けて発信していくべきこと 
 

１２：０５   班別発表 

 （10分）   ・各班２分程度 
 

１２：１５    ～休憩～ 

 （５分） 
 

１２：２０  ステップ３：「まとめ」 

 （35分）  ・各班の成果を整理 
 

１２：５５  最後に 

 （５分）  ・総括ワークショップの案内と代表者の決定 
 

１３：００  終了 

ステップ１の整理 

（40分）

・重要だと思う別々の

島にシールを貼る 

・各班２人ずつ

できるだけ簡単に 

主体感覚が大切！ 

『あなたが県民として』
各班から１人ずつ

代表者を選出する

ステップ１、２の

両方について 

 

被災地が 



 44

・神戸地域ワークショップの様子 

齋藤副知事のあいさつで始まる アイスブレークで会場の雰囲気も和やかに

各班とも熱心に意見を出し合う どの班も負けじと熱のこもった発表が続く

各班の代表者によるステップ１のまとめ ステップ２でも引き続き熱心な話し合いが続く

参加者全員でのステップ２のまとめ 丸シールによる投票の様子
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・ステップ１：各班のまとめ 
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・ステップ１：神戸地域のまとめ 
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震災後10年間を振り返って（神戸地域）
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神戸地域の参加者53名が、会場全体でまとめた「震災後10年間を振り返って」は、大きく12項

目に分類された。その中からそれぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付

けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「一部では地域コミュニティや新しいネットワークが

広がっているが、新旧住民のつながりがまだ不十分である。」や「建物やまちの景観の復興に地域

差がみられる。」に含まれる意見が多かったが、順位付けの段階で、「防災への意識が高まったが、

減災への備えや防災意識を保ち続けることはまだまだできていない。」を重要だと考えた人が多く

なっている。 

 

また、「10年前は若かったが、住民の自治的なリーダーの育成が必要である。」という項目の中

には、「住民自治組織のレベルアップ」、「住民、自主防災のリーダーが不足している」あるいは「後

継者の教養をにらんだ住民自治活動。リーダーの責務。」というようにリーダーの資質や後継者の

問題をあげる意見もあった。 
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・ステップ２：各班のまとめ 
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・ステップ２：神戸地域のまとめ 
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将来に向けて（神戸地域）
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会場全体でまとめた「将来に向けて」については、大きく８項目に分類された。その中からそ

れぞれが重要だと思うものを５つ選び、丸シールを用いて順位付けを行った。 

上図をみると、順位付けのない段階では、「災害に対する自助・共助・公助の組み合わせを強め

ていこう。日常が非常を支える。」に含まれる意見が最も多かったが、順位付けの段階で、「災害

時に弱者には特別な対応が重要だ。」、「１・17の体験を通し、今後も命の大切さを継承し、発信し

ていくことが大切だ。」、「様々な地域活動（ボランティア・ＮＰＯ・自治会・ＣＢ）がしやすくな

る環境を整えていくことが大切だ。」などを重要と考えた人の方が多くなっている。 

 

また、「こどものしつけは家だけでなく、地域もかかわろう。」という項目の中には、「家庭教育・

しつけ」、「子供に対する親の教育をもっと考えるべきだと思う」、「子供の教育にもう少し廻りの

大人が気をつける」といった教育問題を通して地域のまちづくりを考えていこうという意見もあ

った。 

様
々
な
地
域
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
自

治
会
・
Ｃ
Ｂ
）
が
し
や
す
く
な
る
環
境
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。

早
く
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
ま
ち
に
し
た
い
。 

こ
ど
も
の
し
つ
け
は
い
え
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
も

か
か
わ
ろ
う
。 

高
齢
者
や
弱
者
の
多
い
住
宅
へ
の
様
々
な
支
援
の
取

り
組
み
が
必
要
だ
。 

災
害
に
対
す
る
自
助
・
共
助
・
公
助
の
組
み
合
わ
せ

を
強
め
て
い
こ
う
。
日
常
が
非
常
を
支
え
る
。 

地
域
の
中
の
新
旧
・
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
や
き

ず
な
を
作
っ
て
い
こ
う
。 

１
・
17
の
体
験
を
通
し
、
今
後
も
命
の
大
切
さ
を
継

承
し
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。 

災
害
時
に
弱
者
に
は
特
別
な
対
応
が
重
要
だ
。 


